
西条市農業委員会農業委員の推薦及び応募状況【令和8年1月30日現在】

農業委員募集定員24人に対する推薦及び応募状況を以下のとおり公表します。

【総括】

1【推薦の状況】

営農類型 耕作面積

R5.7～現在 西条市農業委員 西条市東予土地改良区

吉井支部

支部長　木村昌雄

R3.5～R7.5 西条市青年農業者協議会副会長 西条市青年農業者協議会

会長　首藤聖樹

H19.3～現在 東予土地改良区喜多台支部　役員 周桑農協東部支所壬生川

R6.4～現在 道前平野土地改良区　理事 地区総代会　総代長

木原　浩

H25.4～H30.3 中西自治会長 神戸・加茂地区農業委員

H27.6～現在 神戸・橘一部土地改良区 等推薦会　会長

H30.6～R3.6 JAえひめ未来　監事 安藤勝俊

R5.7～現在 西条市農業委員

H20.7～H29.7 西条市農業委員 橘・禎瑞地区農業委員

H24.4～現在 神戸・橘一部土地改良区 等推薦会　会長

H29.7～現在 西条市農地利用最適化推進委員 髙橋　昇

H21.5～現在 小松町第４土地改良区　理事
H24.5～現在 小松町第４土地改良区　監事
H26.7～現在 西条市氷見土地改良区　理事
H23.5～現在 JAえひめ未来　総代
H30.4～R6.1 　〃　（氷見地区）運営委員長
H29.7～現在 西条市農地利用最適化推進委員

H29.7～現在 西条市農業委員 西条市大町土地改良区

H30.4～現在 県農業共済部長（各地区担当） 理事長　加藤通安

H31.4～現在 水都市役員（JAえひめ未来）

R6.4～現在 西条市神拝土地改良区　理事 西条市神拝土地改良区

理事長　上路　茂

人数

8
3

11

内認定農業者区　　分

推薦を受けた者（個人・団体推薦）
自ら応募したもの（推薦を除く）

5
1
6

性
別

年
齢

職業

1

氏　名 経　　歴
農業経営の状況

氏名

－－

2 戸田佑基 男 36 農業

認
定
の

有
　
無

眞鍋　覚 69男 －

性
別

年
齢

その他委
員への推
薦の有無

推薦理由

　愛媛県職員として38年間職責
を果たし、法律、農政に深い知識
を有している。温厚でまじめな人
物であり地域の信頼が厚い。農業
委員に適任である。

無 無

4 近藤明弘 男 73 農業 水稲

　当協議会の会員として会員相互
の団結を図り、地域農業の後継者
育成活動の活性化に大きく寄与し
ている。

3 中川英隆 男 76 農業 水稲 58.9 無

水稲
果樹

110.6 無 無

194.6 有 無

　認定農業者であり、地域のリー
ダーとして地域農業の発展、改善
を積極的に実践している。新規就
農者の模範として農業経営に取組
んでいる。

無
　農業の発展に大きく寄与してい
る。

無

　認定農業者であり、地域のリー
ダーとして地域農業の発展、改善
を積極的に実践している。新規就
農者の模範として農業経営に取組
んでいる。

5 日野哲也 男 62 農業

水稲
路地野菜
施設野菜

果樹

6 安藤英利 男 62 農業
水稲

露地野菜

685.3 有

832.7 有 無

　認定農業者であり、地域のリー
ダーとし的存在で、地域農業の発
展に大きく寄与している。露地野
菜の栽培に精力的に取り組んでお
り、機械の共同利用等を推進し、
農業に対する見識を有している。

氷見・大保木地区農業委員

等推薦会　会長

髙橋保雄

56 有 無

　専業農家で長年に亘り地域農業
に貢献をしており、平成29年よ
り農業委員に就任され、地域の
リーダーとして活躍している。

7 明比典正 男 71 農業
水稲
花き

305.7 有 無 　改良区の若手理事である。8 井上和博 男 41 農業
水稲

露地野菜

受
付
番
号

推薦を受けた者 推薦をした者



2【応募の状況】

営農類型 耕作面積

S60.4～H27.3 西条市役所　施設管理部長

H27.4～現在 TOKU設計工房　代表

H29.4～現在 西条市農業委員

H7.4～H20.11 西条市議会議員
H23.5～H27.3 新居宇摩農業共済組合　組合長
H27.4～現在 愛媛県農業共済組合　理事
H23.7～H29.7 西条市農業委員
H29.7～R2.7 西条市農地利用最適化推進委員
R2.7～現在 西条市農業委員

H.1.4～H24.3 エステティックサロン

「千の部屋」勤務

H24.4～現在 エステティックサロン

「HANAA（ハナ）」経営

氏　名
性
別

年
齢

職業 経　　歴
農業経営の状況

無1 徳増靖記 男 70
一級

建築士
－

認
定
の

有
　
無

　近年、地域の基幹産業である農業を取り巻く環境は大きく変化しており、
農業従事者の高齢化や担い手不足、遊休農地の増加など、多くの課題を抱え
ている。その一方で、法人化や新規就農、異業種からの参入といった新たな
動きも見られる。こうした変化の中、特定の立場に偏ることなく地域全体の
利益を見据えた中立で、かつ法令順守を徹底した公平・公正な判断を行うこ
とが非常に重要であると感じている。私は、これまで培ってきた経営者とし
ての視点、対話力を強みとし、意思決定の場において女性の声を届けるとと
もに、農業者一人ひとりの声に耳を傾け、農地の適正利用や円滑な権利調整
を行うなど、将来にわたり持続可能な農業の実現と地域の活力を守る農地行
政の推進に力を尽くしたいと考えている。

　これまで地域の専業農家として農業経営を行っていくうえで、地域に点在
する遊休農地、耕作放棄地の解消による経営規模の拡大を図り、地域環境の
改善、鳥獣害対策等に取り組んできた。
　「地域計画」に位置付けられる中核農家として、これまでの経験をいか
し、農業委員として地域農業の発展に寄与していきたい。

　地域農業を盛り上げるため、農地の利用最適化を進めたい。

応 募 理 由

3 大澤晴美 女 57 経営者 － － 無

616.7 有2 一色達夫 男 73 農業
水稲

露地野菜
果樹

－


